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太陽地球系物理学分野とは

• 「太陽黒点」 、 「バンアレン帯(放射線帯)」、 「オーロラ」、など、比較的地球に近い宇宙空間で起こ
る様々な現象を、観測データ(地上観測データや科学人工衛星観測データ)を使って研究する。

• 研究対象が、宇宙・地球という大きなものなので、観測データを国際的に公開・交換して協力し合
う研究文化が育まれてきた。
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太陽風

(350-400 km/s)

(注) 縮尺は現実と合っていない
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科学人工衛星
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バンアレン帯(放射線帯)



太陽地球系物理学分野におけるメタデータスキーマ

• 宇宙地球科学分野においては、Space Physics Archive Search and Extract (SPASE)と呼ばれる国際
コンソーシアムがメタデータスキーマを策定している。

• SPASEメタデータスキーマは、主に科学人工衛星のデータを記述することに主眼を置いてきたが、
最近は地上観測データやシミュレーションデータも記述できるように改良が進んでいる。

• この分野の「デファクトスタンダード」なメタデータスキーマとして広く利用されている。

• 科学研究に必要となる詳細な情報を記述できる項目を約2200個用意している。
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Latest version: 
SPASE 2.6.1

https://spase-group.org/



IUGONETプロジェクト

Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork 
(IUGONET)
• 日本国内の7つの大学・研究所により実施されている。
• 大量の地上観測データを、各機関が保持している。

• データを横断検索するために、メタデータデータベースが作成
されている。

• 1200以上のメタデータファイルが登録されている。
• SPASEメタデータスキーマを採用。



IUGONETにおけるメタデータ検索プラットフォーム

• 利用者は、様々なキーワードでメタデータデータベースの検索が可能。 (例: 観測機器、観測期間、
場所、物理量など)

5http://search.iugonet.org/list.jsp



研究者だけにFindableなのでは?
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しかしながら、そもそも、

• 利用者は、太陽地球系物理学分野の知識がないといけない。

• 利用者は、IUGONETのことを知っていないといけない。

• 利用者は、IUGONETがメタデータデータベースを作成していて、メタデータ検索機能を提供
していることを知っていないといけない。

こうした地上観測データは

• 太陽地球系物理学分野の研究者にとっては、見つけられる。

• 他分野の研究者にとっては、見つけるのが容易ではない。

• 一般利用者にとっては、見つけられない。

• こうした状況は、FAIR原則が掲げる“Findable”からは程遠い。



“F”AIRにするには?

そこでこの状況を改善すべく、次のような取り組みを行った。

1. 「SPASEメタデータスキーマ」から「JPCOARメタデータスキーマ」へメタデータを変換する。

2. このメタデータを学術機関リポジトリに登録する。

• Japan Consortium for Open Access Repository (JPCOAR)によって、日本国内の学術機関リポジトリ
の運用のために開発されている。

• 44個の比較的一般的な項目・・・学術雑誌や図書を記述するため。

• 10–20個くらいの項目(例: タイトル、作成者、寄与者、内容記述、日付など)は研究データにも当て
はまる。
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[ステップ1] メタデータ項目対応表

• 2022年7月から、 SPASEスキーマからJPCOARスキーマへの項目対応表を作成し始めた。

• この対応表の作成には、次の3者の協働が不可欠だった。
(1) 宇宙地球科学分野の研究者
(2) 図書館専門職員
(3) 情報科学エンジニア 
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JPCOAR SPASE
メタデータ項目対応表の一部



[ステップ2] メタデータの変換

• メタデータ項目対応表をXSLT (XSL Transformations)で実装した。

• このXSLTファイルを用いて、名古屋大学で作成しているSPASEメタデータスキーマに基づくメタデー
タ(284個)を、JPCOARメタデータスキーマに基づくメタデータに変換した。
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SPASEからJPCOARへの変換
を行うXSLTファイル



[ステップ3] JPCOARメタデータの機関リポジトリへの登録 @ 名古屋大学

• 様々な地上観測データに関するメタデータ284件を、名古屋大学の機関リポジトリ(NAGOYA 
Repository)に登録した。

• 一般利用者にとって、データをより発見しやすく(Findableに)なった。
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登録したメタデータの一覧

メタデータ表示の一例



[ステップ3] JPCOARメタデータの機関リポジトリへの登録 @ 九州大学

• メタデータ変換・登録スキームは、SPASEメタデータデータベースを保持する他の大学・研究機関に
も適用できる。

• 九州大学国際宇宙惑星環境研究センターおよび附属図書館と連携して、地磁気観測データに関
するメタデータを180件を、九州大学の機関リポジトリ(QIR)に登録した。
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メタデータ表示の一例

登録したメタデータの一覧



派生効果(1): 他のリポジトリによるハーベストを通した被検索可能性の向上

• (a) NAGOYA Repository (b) 国立情報学研究所学術機関リポジトリデータベース(NII IRDB) 
 (c) データカタログ横断検索システム  (d) Google Dataset Search

• 研究データが、非常に広い範囲において、より見つけられやすくなった。引いては、共同研究、
データそのものの評価向上、データの作成者・管理者の評価向上につながっていく。
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登録したメタデータ

(a) (b)

(c) (d)

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/records/2004390 https://irdb.nii.ac.jp/01152/0005688110

https://search.ckan.jp/datasets/136.187.101.184:5000
__dataset:oai-irdb-nii-ac-jp-01152-0005688110

https://datasetsearch.research.google.com/search?
docid=L2cvMTFrOV90NjZkcg



派生効果(2): 政策決定機関・研究資金配分機関からの要請への対応

• 研究者は、管理対象データにメタデータを付与し、研究データ基盤システム(NII Research Data 
Cloud)へ登録することを求められている。

• 「研究に必要な詳細なメタデータ」と「政策的に必要な共通メタデータ」の2つを管理する必要がなく
なる。 研究に必要な詳細なメタデータを一元管理するだけでよい。
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内閣府科学技術・イノベーション推進事務局資料より(令和3年6月)

共通
メタデータ

SPASE
メタデータ
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他大学・他研究機関への展開

• 他大学でSPASEメタデータスキーマを利用しているところがあれば、今回の取り組みで開発した手
順・成果物をそのまま適用することができる。 (第2段階)

• 他の研究分野で、デファクトスタンダードなメタデータを利用しているところがあれば、今回の取り組
みで得た経験・知識・教訓を活かすことができる。(第3段階)
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まとめ

背景

• 宇宙地球科学分野では、SPASEメタデータスキーマがデファクトスタンダードとして使われている。

• IUGONETプロジェクトにおいては、これまでに1200以上のメタデータがSPASEメタデータスキーマに
則って作成され、プロジェクトの検索プラットフォームで利用されている。

• しかしながら、専門知識を持たない一般利用者にとっては、これらのメタデータデータベースを利
用して研究データを見つけることは容易ではない。

メタデータ変換・登録

• FAIR原則が掲げる“Findable”を推進するために、SPASEスキーマによるメタデータをJPCOARスキー
マによるメタデータに変換することにした。

• 地上観測に関するメタデータを、名古屋大学・九州大学の機関リポジトリに登録した。(合計464件)
• 研究データが、広い範囲でより見つけられやすくなる。

派生効果

• 機関リポジトリに登録したメタデータは、他のメタデータデータベースによりハーベストされ、国立
情報学研究所学術機関リポジトリデータベースやGoogle Dataset Searchなどでも検索可能になる。

• 近年、研究データにメタデータ(共通メタデータ)を付与し、NII研究データ基盤システムへ登録する
ことが求められている。研究に必要な詳細なメタデータを一元管理するだけで、これに対応できる。

将来計画

• 将来的には、こうした取り組みをさらに他大学や他研究分野にも広げていきたい。
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今回の取り組みに関する論文:
Nosé et al., Data Science Journal, 23, 2024. 
doi:10.5334/dsj-2024-040
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